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2月3日(土)　
生活発表会
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事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳 児 健 診
1歳6カ月･3歳児健診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久府付介護予防教室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗ノ上介護予防教室
中部けんこうクラブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

奈半利町防災センター
奈半利町防災センター
北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏木 交 流センター
野川交 流センター
長山交 流センター
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

行 事 予 定 表

人権・行政相談

●日　時　3月13日（水）  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

行政相談所開設のご案内
●日　時　3月13日（水）  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

人権相談所開設のご案内

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします
　 氏　名 年齢 地区 死亡月日
北村　智惠 90才 野友甲 1月1日
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　　　１月１６日（火）に助産師の久保さんを講師に招き、３年生が「いのちの教育」を行いました。命の誕生や思春期
の心の発達について学んだり、妊婦体験をしました。授業をとおして、思春期である今の自分を見つめ直し、これからの
人生を幸せで楽しいものにするためにはどうしていけばいいか考えることができました。

〇中学生になってから、自分の気持ちが大きく変化して心配になったりするときが多くあったのですが、今日の授
業で誰かに相談することがすごく大切だということが分かり、自分も相談して不安をなくしたいと思います。ま
た、逆に自分に相談をしてくれた場合は、ちゃんと寄り添って話を聞いてあげたいと思います。
〇体の仕組みや赤ちゃんがどうやって育っていくのか、脳の役割についても知れて、心の発達には個人差がある
と分かった。相手の気持ちや周りの人、場所のことも考える必要があると分かった。生きていく上で、自分や
相手のことを知り、考え、互いに認め合うことが大事だと分かった。

　　　１月１８日（木）に１・２年生が地域の方や社会福祉協議会の方と昔遊び体験を行いました。運動場では凧あげや
紙飛行機で遊び、室内ではコマ回しやお手玉、おはじき、あやとりのコツを教わりました。コマ回しでは、何度も挑
戦して楽しむ姿が見られ、「初めてコマ回しができた！」と喜んでいました。また、かるたを持参してくださった方がおり、
みんなで楽しむことができました。昔の遊びの良さを感じ、また地域の方と交流することで楽しい時間を過ごすことが
できました。

　　　１月２０日（土）に人権学習発表会を行い、中芸手話サークルの方から学んできた手話や歌を発表しました。1・2
年生は「また会える日まで」、3・4年生は「ゆめをかなえてドラえもん」、5・6年生は「僕の一番ほしかったもの」を思い
をこめた手話で表現し、5・6年生は聴覚障がい者の方に自分の好きなものや夢を伝え合って交流しました。休み時間
には、１～４年生も積極的に聴覚障がい者の方々と交流する姿が見られ、自分が表現する手話で会話をすることがとて
もうれしかったようです。
　また、手話サークルの安岡友見子さん（客室乗務員）のお話を聞かせていただきました。安岡さんは、飛行機内で聴
覚障がいの方への十分なサービスができていないと感じ、手話ができるようになりたいという思いで、手話サークルに
参加し始めたそうです。子どもたちに、「どんな人にも壁をつくらない人になってほしい」と話してくださいました。みん
な、真剣なまなざしで話を聞くことができていました。
　聴覚障がい者の方と交流し、思いを伝え合うことができたことで達成感を味わうとともに、さまざまな方たちと交流し
ていく大切さを学ぶことができました。これからも学んできたことを生かして、人とのつながりを大事にしていきたいです。

学 校 通 信
昔遊び体験1

3

2 人権学習発表会

3 中３ いのちの教育 

　　 １月１９日（金）に２年生が食生活改善推進員さんと郷土料理（五目ずし、ぐる煮、いたどりの炒め煮）の調理に取
り組みました。いたどりと五目ずしの具材の切り方やすし飯の混ぜ方、味付けの手順などを教わり、協力して手際よく
できていました。地元の物を使った料理のおいしさを改めて感じることができました。食後は、食改さんの取り組みや
想いをお聞きし、楽しく交流することができました。

4 中２ 食改さんと郷土料理

　　　１月２９日（月）にINSIEME  YUTO NAGATOMO Football Academyの方を講師に招き、スポーツ体験プログ
ラムを行いました。運動能力と学習能力の向上を図る活動をたくさん教えていただきく中で、生徒たちは頭で考えながら楽
しく身体を動かすことができました。与えられた指示を聞いて、瞬時に考え、ボールやおじゃみを投げたり、キャッチするこ
とに挑戦しましたが、指示どおりに体を動かすことができず、四苦八苦する姿が見られました。講師からは、「うまくできな
くても頭で考える過程を大切にして続けてほしい」とアドバイスを受けました。ご家庭でもぜひやってみてください。

5 全校 スポーツ体験プログラム

生徒の
感想

〇今日は、普段食べることがない伝統料理を食改さんたちと作り、食べることで、伝統料理のおいしさや大切さ
について学ぶことができました。また、五目ずしやいたどりの炒めものを家族に作ってあげたいです。
〇初めていたどりを切ったり、にんじんの千切りをしたりして、やはり中野さんは上手と思いました。切る順番や切
り方、混ぜ方などを学ぶことができました。みんなで協力しておいしい料理を作ることができました。

生徒の
感想

５・６年３・４年１・２年

全校「ふるさと」交流サークル員さん
発表
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「2024年南国土佐観光びらき」に出展しましたNEWS
1

被災体験講演セミナーに参加しましたNEWS
2

モネのSNSアートコンテスト2023受賞作品展

シュヴァリエ川上の春のガーデニング教室

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol .80 ～

問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

HP Facebook Instagram ガイド会9コース
パンフレット

中岡慎太郎先生顕彰会だより 中岡慎太郎先生顕彰会  0887-38-2413

大心劇場（安田町） 明神口橋前（安田町） 千本山登山口（馬路村魚梁瀬） 中岡慎太郎生家（北川村）

バンダ島隧道（安田町）

　1月２４日（水）に高知県主催で行われた被災体験講演セミナーに参加しまし
た。宮城県南三陸ホテル観洋の女将である阿部憲子さんによる「東日本大震災時
の被災体験と宿泊施設の役割について」や JTB総合研究所の高松正人さんによる
「高知県における南海トラフ地震の初動対応について」の講演が行われました。
　立地的に孤立してしまったホテルには震災当日に３５０人以上、翌日は６００人
以上の方が避難していたそうです。水道復旧までに４カ月、電気・電話の復旧ま
でに２カ月を要する中で、避難所の役割も果たしていた話や南海トラフが起こった場合、歩行困難な方、外国人
の方に対しての対応の話を聞き、観光協会としてすべきことを考える良いきっかけになりました。

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 0887‒30‒1972 ／ 080‒8638‒6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

モネ
の お知らせお知らせ
からの

※休園日　6月～10月の第1水曜日、12月～2月末日

お待たせしました。3月1日春の開園!!お待たせしました。3月1日春の開園!!

春のオープニングイベント
「チューリップ,
　　チューリップ」
■開催期間
　3月1日（金）
　　～4月14日（日）

「SNS アートコンテスト 2023」の
受賞作品をパネルにしてギャラリ
ー 2 階で展示を行います。クロー
ド・モネの世界を表現した素晴ら
しい作品たちが揃いました。ぜひ
ご覧ください。

■開 催 日　4月6日（土）、7日（日）
■開催時間　10:00～12:00
■定　　員　各日30名（完全予約制）
※オプションで春の特別ランチをご用意
いたします。

※詳しい内容・料金はHPをご覧ください。

　２月１日（木）に高知市内のホテルで「2024年南国土佐観光びらき」が盛大に開催さ
れました。毎年高知県が全国に先駆けて観光シーズンの幕開けを発信しているイベン
トで、式典会場の隣で行われる「新発見！土佐の食コーナー」では県内の19市町村が集
い、地域イチオシの食をふるまいました。北川村からはゆず酢がたっぷり香る田舎寿
司で “ゆずの郷北川村” をPRしてきました。彩り豊かな田舎寿司は北川村ブースを
訪れる方たちを魅了しました。訪れた方が次々と手に取っては口に運んで、大きくう
なずきながら笑顔でそのおいしさを表現してくれました。特に金時の豆の乗った押
し抜き寿司は、県内各地域にある田舎寿司のなかでも珍しいと好評でした。
　いよいよ春の観光シーズン到来です。北川村の素敵な魅力をたくさんの人にお伝
えするよう、日々努力を重ねてまいります！

今年も春の開園を迎えました。
2024 年も「モネの庭」をどうぞよろしくお願いいたします。

モネの絵画「ポプラ並木の草原」を表現した”チューリップの丘”が
3 月上旬から見頃♪一足早い春をお楽しみください。

グランプリ……machodureさま 「モネの庭に魅せられて 」…
モネの睡蓮の光と影を表現した素敵な絵キルトです。

＼EVENT／モネのチューリップ祭
■開催日時  3月23日（土） 10：00～15：00

■開催期間　3月1日（金）～12月8日（日）

♪キーワードラリー＆ガラガラ抽選会
♪マルシェ＆音楽＆ワークショップ
♪非公開エリア特別開放！
♪花の庭―彩りの夕暮れ－
※最新のイベント情報はHPをご確認
ください

【お問い合わせ・ご予約】

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp

FAX

北川村「モネの庭」マルモッタン

～桃の節句～ 慎太郎茶会
　3月3日（日）に『～桃の節句～慎太郎茶会』を開催いたします。
　毎年、会場の慎太郎生家には、村民の方から譲り受けたおひなさまを飾って
おり、今年は新たに七段飾りのおひなさまをご寄贈いただき、大切に飾らせて
いただきました。また中岡慎太郎館では『土佐の町家ひなまつり』の開催期間中
に、例年ご好評いただいております間伐材を使用して作った『木工細工お雛様』
の展示を開催しております。3月3日当日は『北川村観光びらき』も開催しており、
村営バスが慎太郎館まで無料となっておりますので、ぜひご来場ください。

第6回慎太郎学習会
　令和５年度最終回となります慎太郎学習会。今回は
『古文書から見た幕末政治』をテーマに開催いたしま
す。参加費は無料です。皆さまのご参加、心よりお待ち
しております。

★慎太郎茶会★
　◉ 開催日時：3月3日（日）
 　　　　　　10：00～15：00
　◉ 会　場：中岡慎太郎生家
　◉ 参加費：一服500円（茶菓子付き）
　◉ 亭　主：中村　武志

◉ 開催日時：３月17日（日）13：30～14：30
◉ 会　　場：中岡慎太郎館2階
◉ 参 加 費：無料
◉ 講　　師：豊田満広学芸員

★土佐の町家ひなまつり★
　◉ 開催期間：2月28日（水）
　　　　　　　 ～3月25日（月）
　◉ 展示場所：中岡慎太郎館

中芸の日本遺産モニターツアーを実施しました
　中芸日本遺産の構成文化財やその他の観光施設などを活用した観光ツアーを造成するために、１月23
日（火）～25日（木）の２泊３日の日程で、モニターツアーを実施しました。
　ご意見を伺うモニターとして県内外の観光協会や旅行会社の方にご参加いただき、日本遺産ゆずと森
林鉄道ガイド会※の案内で中芸地域の構成文化財や観光施設などを周遊しました。
　皆様からいただいたさまざまなご意見を参考にして、お客様に満足してもらえる観光ツアーを実施して
いきたいと思います。
※『日本遺産ゆずと森林鉄道ガイド会』…3年目の現在、実践ガイドとして主に9人が活動（ガイド会会員
18人）しており、中芸地域の構成文化財や歴史文化、自然・町並みなどの魅力を案内しています。

（担当 ： 岩佐戸（ガイド会事務局員））
 ☆下記QRコードよりモデル9コースのパンフレットが見れます。

45



「2024年南国土佐観光びらき」に出展しましたNEWS
1

被災体験講演セミナーに参加しましたNEWS
2

モネのSNSアートコンテスト2023受賞作品展

シュヴァリエ川上の春のガーデニング教室

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～ 中芸地域の日本遺産魅力発信便り Vol .80 ～

問い合わせ先：
中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（安田町役場日本遺産推進室内）
TEL：0887-30-1865  FAX：0887-30-1866
メール：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：https://yuzuroad.jp/ ゆずとりんてつ 検 索

日本遺産
第３号認定
登録番号051

HP Facebook Instagram ガイド会9コース
パンフレット

中岡慎太郎先生顕彰会だより 中岡慎太郎先生顕彰会  0887-38-2413

大心劇場（安田町） 明神口橋前（安田町） 千本山登山口（馬路村魚梁瀬） 中岡慎太郎生家（北川村）

バンダ島隧道（安田町）

　1月２４日（水）に高知県主催で行われた被災体験講演セミナーに参加しまし
た。宮城県南三陸ホテル観洋の女将である阿部憲子さんによる「東日本大震災時
の被災体験と宿泊施設の役割について」や JTB総合研究所の高松正人さんによる
「高知県における南海トラフ地震の初動対応について」の講演が行われました。
　立地的に孤立してしまったホテルには震災当日に３５０人以上、翌日は６００人
以上の方が避難していたそうです。水道復旧までに４カ月、電気・電話の復旧ま
でに２カ月を要する中で、避難所の役割も果たしていた話や南海トラフが起こった場合、歩行困難な方、外国人
の方に対しての対応の話を聞き、観光協会としてすべきことを考える良いきっかけになりました。

NEWS北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース北川村観光協会 ニュース

北川村観光協会　TEL ＆ FAX 0887‒30‒1972 ／ 080‒8638‒6211（スタッフ直通：橋本、山脇）

モネ
の お知らせお知らせ
からの

※休園日　6月～10月の第1水曜日、12月～2月末日

お待たせしました。3月1日春の開園!!お待たせしました。3月1日春の開園!!

春のオープニングイベント
「チューリップ,
　　チューリップ」
■開催期間
　3月1日（金）
　　～4月14日（日）

「SNS アートコンテスト 2023」の
受賞作品をパネルにしてギャラリ
ー 2 階で展示を行います。クロー
ド・モネの世界を表現した素晴ら
しい作品たちが揃いました。ぜひ
ご覧ください。

■開 催 日　4月6日（土）、7日（日）
■開催時間　10:00～12:00
■定　　員　各日30名（完全予約制）
※オプションで春の特別ランチをご用意
いたします。

※詳しい内容・料金はHPをご覧ください。

　２月１日（木）に高知市内のホテルで「2024年南国土佐観光びらき」が盛大に開催さ
れました。毎年高知県が全国に先駆けて観光シーズンの幕開けを発信しているイベン
トで、式典会場の隣で行われる「新発見！土佐の食コーナー」では県内の19市町村が集
い、地域イチオシの食をふるまいました。北川村からはゆず酢がたっぷり香る田舎寿
司で “ゆずの郷北川村” をPRしてきました。彩り豊かな田舎寿司は北川村ブースを
訪れる方たちを魅了しました。訪れた方が次々と手に取っては口に運んで、大きくう
なずきながら笑顔でそのおいしさを表現してくれました。特に金時の豆の乗った押
し抜き寿司は、県内各地域にある田舎寿司のなかでも珍しいと好評でした。
　いよいよ春の観光シーズン到来です。北川村の素敵な魅力をたくさんの人にお伝
えするよう、日々努力を重ねてまいります！

今年も春の開園を迎えました。
2024 年も「モネの庭」をどうぞよろしくお願いいたします。

モネの絵画「ポプラ並木の草原」を表現した”チューリップの丘”が
3 月上旬から見頃♪一足早い春をお楽しみください。

グランプリ……machodureさま 「モネの庭に魅せられて 」…
モネの睡蓮の光と影を表現した素敵な絵キルトです。

＼EVENT／モネのチューリップ祭
■開催日時  3月23日（土） 10：00～15：00

■開催期間　3月1日（金）～12月8日（日）

♪キーワードラリー＆ガラガラ抽選会
♪マルシェ＆音楽＆ワークショップ
♪非公開エリア特別開放！
♪花の庭―彩りの夕暮れ－
※最新のイベント情報はHPをご確認
ください

【お問い合わせ・ご予約】

〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp

FAX

北川村「モネの庭」マルモッタン

～桃の節句～ 慎太郎茶会
　3月3日（日）に『～桃の節句～慎太郎茶会』を開催いたします。
　毎年、会場の慎太郎生家には、村民の方から譲り受けたおひなさまを飾って
おり、今年は新たに七段飾りのおひなさまをご寄贈いただき、大切に飾らせて
いただきました。また中岡慎太郎館では『土佐の町家ひなまつり』の開催期間中
に、例年ご好評いただいております間伐材を使用して作った『木工細工お雛様』
の展示を開催しております。3月3日当日は『北川村観光びらき』も開催しており、
村営バスが慎太郎館まで無料となっておりますので、ぜひご来場ください。

第6回慎太郎学習会
　令和５年度最終回となります慎太郎学習会。今回は
『古文書から見た幕末政治』をテーマに開催いたしま
す。参加費は無料です。皆さまのご参加、心よりお待ち
しております。

★慎太郎茶会★
　◉ 開催日時：3月3日（日）
 　　　　　　10：00～15：00
　◉ 会　場：中岡慎太郎生家
　◉ 参加費：一服500円（茶菓子付き）
　◉ 亭　主：中村　武志

◉ 開催日時：３月17日（日）13：30～14：30
◉ 会　　場：中岡慎太郎館2階
◉ 参 加 費：無料
◉ 講　　師：豊田満広学芸員

★土佐の町家ひなまつり★
　◉ 開催期間：2月28日（水）
　　　　　　　 ～3月25日（月）
　◉ 展示場所：中岡慎太郎館

中芸の日本遺産モニターツアーを実施しました
　中芸日本遺産の構成文化財やその他の観光施設などを活用した観光ツアーを造成するために、１月23
日（火）～25日（木）の２泊３日の日程で、モニターツアーを実施しました。
　ご意見を伺うモニターとして県内外の観光協会や旅行会社の方にご参加いただき、日本遺産ゆずと森
林鉄道ガイド会※の案内で中芸地域の構成文化財や観光施設などを周遊しました。
　皆様からいただいたさまざまなご意見を参考にして、お客様に満足してもらえる観光ツアーを実施して
いきたいと思います。
※『日本遺産ゆずと森林鉄道ガイド会』…3年目の現在、実践ガイドとして主に9人が活動（ガイド会会員
18人）しており、中芸地域の構成文化財や歴史文化、自然・町並みなどの魅力を案内しています。

（担当 ： 岩佐戸（ガイド会事務局員））
 ☆下記QRコードよりモデル9コースのパンフレットが見れます。
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中学1年生総合的な学習の時間の取り組み ～ゆず餃子レシピ～
　中学１年生の総合的な学習の時間では「北川村をもっと活性化させるために、多くの人にゆ
ずの魅力を発信しよう」のテーマに基づいて話し合った結果、「ゆず餃子の調理と販売」を行い
ました。地域の試食会を経て改良を重ねた結果、慎太郎とゆずの郷祭りでは目標の１００パッ
クを1時間で完売！ まとめの活動ではレシピのデザインの違った４種類のチラシを作成し、地
域の方や飲食店に配布しました。そのうちの一つをご紹介します。
　ぜひこのレシピをもとに作って味わってみてください！

67



‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

り

議

だ
よ

会

令
和
５
年
・

　
第
4
回
議
会
定
例
会上村 誠　村長

発
行
責
任
者

議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
５
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
14
日
に
開
会

し
、
北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
ほ
か
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
15
日
に
は
、
２
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。 

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
整
備

　
経
営
主
体
と
な
る
「
北
川
ゆ
ず
振
興
法
人
」
の
登

記
が
11
月
20
日
に
完
了
し
た
。12
月
中
に
網
ハ
ウ
ス

建
設
の
入
札
、
来
年
1
月
に
着
工
、
３
月
中
旬
ま
で

に
工
事
を
完
了
し
、
母
樹
を
定
植
す
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。な
お
、
農
業
振
興
担
当
と
し
て
母
樹
園
の

管
理
に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

現
在
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

○
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成

　
農
業
研
修
制
度
に
お
い
て
、
昨
年
度
と
今
年
度
に

卒
業
し
た
５
人
全
員
が
村
で
ゆ
ず
農
家
と
し
て
就

農
し
て
お
り
、
概
ね
順
調
だ
と
聞
く
。研
修
期
間
の

後
半
に
将
来
の
就
農
を
想
定
し
た
園
地
を
北
川
村

振
興
公
社
が
借
り
上
げ
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た

上
、
卒
業
後
に
そ
の
園
地
で
就
農
す
る「
農
業
研
修

版 

北
川
モ
デ
ル
」の
成
果
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
選
果
や
出
荷
先
の
選
定
や
青
果
率
の
向

上
な
ど
収
入
に
直
結
す
る
課
題
も
あ
り
、農
業
研
修

生
Ｏ
Ｂ
会
、
仮
称「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」の
活
動
を

通
し
て
、環
境
を
整
備
す
る
。

○
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

　
５
つ
の
工
区
の
う
ち
、
今
年
度
内
に
着
工
、
完
了

予
定
の
Ｊ
Ａ
ユ
ズ
加
工
場
西
側
２
工
区
の
入
札
が
成

立
せ
ず
、
着
工
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。主
な
原
因

は
標
準
積
算
に
基
づ
く
予
定
価
格
と
業
者
が
積
算

し
た
価
格
と
の
乖
離
で
、
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
、
積
算
を
再
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
着
工
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
11
月
に
は
農
林
水
産
省
を
訪
問
し
、関
連
予
算
の

確
保
に
加
え
て
、
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

大
区
画
化
と
併
せ
て
土
羽
法
面
を
擁
壁
と
す
る
こ

と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
管
理
の
省
力
化
を
実
現

し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
た
な
経
済
効
果
算
定
方

法
の
導
入
を
要
望
し
た
。

　
今
後
も
1
0
0
ha
の
圃
場
整
備
を
目
標
に
、よ
り

進
化
し
た
優
良
園
地
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
。

○
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

　
11
月
５
日
、
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
た
。ゆ

ず
の
収
穫
や
搾
汁
体
験
、
グ
ル
メ
出
店
な
ど
の
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
1
’6
0
0
人
の
方
が
来
場
さ
れ
た
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
野
川
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
の
断
水

　
11
月
４
日
に
発
生
し
た
断
水
は
復
旧
に
時
間
を

要
し
、
地
区
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

　
ろ
過
装
置
の
不
具
合
に
よ
る
ろ
過
水
量
の
低
下

に
加
え
、
２
箇
所
で
漏
水
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
村
全
体
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

漏
水
調
査
な
ど
の
手
法
を
検
討
す
る
。

○
村
道
東
長
山
線
の
道
路
改
良
事
業

　
道
路
側
溝
の
改
修
と
併
せ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
打
ち
替
え
な
ど
、
地
域
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た

測
量
設
計
が
10
月
末
に
完
了
。12
月
に
工
事
請
負
契

約
を
締
結
、来
年
３
月
完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

○
小
島
橋
の
補
修
設
計

　
９
月
に
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。昨
年
度
に
ボ
ル

ト
の
欠
落
が
発
覚
し
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
中
に
設
計
を
完
了
、
来
年
度
に
施

工
予
定
と
し
て
い
る
。

○
大
雨
に
よ
る
村
道
崩
壊
な
ど

　
今
年
６
月
の
大
雨
で
発
生
し
た
、
柏
木
地
区
に
お

け
る
ゆ
ず
畑
の
畦
畔
崩
壊
１
箇
所
、
村
道
の
路
側
崩

壊
２
箇
所
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
ゆ
ず
畑
復
旧
の
災

害
査
定
を
終
え
、本
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算

に
工
事
費
を
計
上
し
て
い
る
。村
道
の
復
旧
２
箇
所

に
つ
い
て
は
２
工
区
に
分
け
、順
次
復
旧
す
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
防
災
備
品

　
村
内
一
斉
防
災
訓
練
で
、防
災
備
品
の
不
足
が
確

認
さ
れ
た
。防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

の
過
不
足
分
が
確
認
で
き
次
第
、
早
期
に
配
備
す

る
。非
常
食
の
賞
味
期
限
切
れ
等
に
よ
る
不
足
分

は
、各
地
区
へ
１
月
末
ま
で
に
配
備
す
る
。ま
た
追
加

要
望
の
あ
っ
た
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に

整
備
を
行
う
べ
く
、県
補
助
金
を
要
望
し
て
い
る
。

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
11
月
末
現
在
、
診
断
４
件
の
申
請
の
う
ち
１
件
が

改
修
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。老
朽
化
住
宅
の
除
却

は
、相
談
３
件
、完
了
１
件
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
は
近
年
５
件
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
10
月
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
住
環

境
の
改
善
・
防
災
対
策
の
促
進
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
受
診
率
は
10
月
末
現
在
、昨
年
度
同
月
を
５
・
32

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
38
・
87
％
。

　
今
年
度
は
、
健
診
項
目
を
忘
れ
な
い
よ
う
健
診
希

望
調
査
実
施
日
か
ら
健
診
日
ま
で
の
期
間
を
短
く

す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
推
進
員
や
健
康
づ
く
り

婦
人
会
に
よ
る
個
別
受
診
勧
奨
や
健
康
増
進
事
業

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
55
〜
69
歳
ま
で

の
受
診
率
が
約
13
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。50
歳

代
か
ら
、が
ん
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
な
ど
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。引
き
続
き

戸
別
訪
問
や
は
が
き
送
付
な
ど
に
よ
る
勧
奨
を
行

う
と
と
も
に
、
健
康
状
態
な
ど
が
確
認
で
き
る
レ
セ

プ
ト
を
活
用
し
た
勧
奨
方
法
を
検
討
す
る
。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会

　
10
月
に
県
主
催
の
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
が
開

か
れ
、村
内
か
ら
56
人
が
参
加
し
た
。講
師
か
ら
、フ

レ
イ
ル
予
防
に
は
社
会
参
加
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
に
は
高
齢
者
の
知
識
と
経

験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
貢
献
の
支
え
手
側
と

し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
の
講
演
を
い
た

だ
い
た
。参
加
者
か
ら
の
意
見
や
講
演
内
容
を
踏
ま

え
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

○
保
健
事
業
と
介
護
予
防

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
と
連
携
し
た

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
10
会
場
で
48
回
実
施
し
、延

べ
3
1
0
人
が
参
加
。特
に
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
体
成
分
分
析
装
置
に
よ
る
体
力
測
定
で
は
、

筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
だ
け
で
な
く
タ
ン
パ
ク
質
量
や

ミ
ネ
ラ
ル
量
な
ど
も
可
視
化
で
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防

や
低
栄
養
防
止
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

○
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

　
12
月
か
ら
、県
の
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
た
村
独
自
の
予
防
策
に
取
り
組
み

始
め
た
。対
象
者
を
管
理
栄
養
士
資
格
の
あ
る
保
健

福
祉
推
進
員
が
訪
問
し
、栄
養
指
導
を
中
心
と
し
た

保
健
指
導
等
を
行
う
も
の
。こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
食
事
制
限
な
ど
の
行
動
変
容
や
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
り
、村
民
の
健
康
増
進
及
び
医
療
費
の
適
正

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
入
園
者
数
　
1
0
6
’6
8
7
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
8
7
’0
8
2
人
、＋
22
・
5
％
）

（
令
和
３
年
同
期
6
0
’5
4
9
人
、＋
76
・
2
％
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ら
ん
ま
ん
」の
放
送
を
契
機
と
し
た
、
牧

野
植
物
園
と
モ
ネ
の
庭
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
好
評
で
、

主
に
団
体
客
が
増
加
し
て
い
る
。10
月
に
は
開
園
当

初
か
ら
の
来
園
者
数
2
0
0
万
人
を
達
成
し
た
。

　
加
え
て
、
10
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
モ
ネ
の
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」の
新
た
な
企
画

と
し
て
打
ち
上
げ
花
火
や
ジ
ビ
エ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

開
催
し
、大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
10
月
に
、
仏
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
の

前
庭
園
管
理
者
で
あ
る
ヴ
ァ
エ
氏
と
現
庭
園
管
理

者
ア
ヴ
ィ
サ
ー
ル
氏
を
招
聘
、20
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
の
庭
を
中
心
に
、
モ
ネ
の
庭

全
体
の
監
修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。テ
レ
ビ
局
や

新
聞
社
に
も
取
材
さ
れ
、
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
も

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
1
2
’6
6
2
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
1
2
’7
1
8
人
、▲
0
・
4
％
）

（
令
和
3
年
度
同
期
1
2
’4
1
2
人
、＋
2
・
0
％
）

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
ま
で
回
復
で
き
て
い
な
い
。

来
年
１
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘

客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ

ン
が
好
評
な
一
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
戦
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
お
り
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン

と
共
に
知
恵
を
絞
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
件
数
　
2
’1
6
3
件（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
2
’4
1
7
件
）

　
寄
附
額
　
2
0
’2
6
8
千
円（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
1
9
’7
0
9
千
円
）

　
昨
年
度
よ
り
微
増
。こ
の
た
め
、
従
来
ご
寄
附
が

増
え
る
年
末
に
減
少
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て
寄
附
者
の

想
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
中
岡
慎
太
郎

先
生
顕
彰
会
と
共
に
検
討
す
る
。

■
教
育
関
係

○
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

　
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
、
原
案
で
は「
基
本
理
念
、
目
標
、
魅
力

と
特
色
あ
る
教
育
活
動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、

15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
形
態
」
を
６

つ
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
県
教
育
委
員
会
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
て
、
内
容
の
充
足
と
新
た
な
柱
立
て

を
行
っ
た
。

　
２
つ
め
の
柱「
教
育
方
針
」に
つ
い
て
は
、
当
初
の

「
自
立
・
協
働
・
貢
献
」の
３
つ
に
加
え
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
自
己
実
現
に
向
け
て
自
身
の
将
来
を
創
造

で
き
る
人
材
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら「
創
造
」を
追
加
し
、４
つ
の
理
想
と
し
た
。

　
３
つ
め
の
柱
「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
以

降
に
つ
い
て
は
後
ろ
に
ず
ら
し
、「
育
て
た
い
人
物

像
」を
位
置
付
け
た
。柱
１「
基
本
理
念
」、
柱
２「
目

標
」、
柱
３「
育
て
た
い
人
物
像
」、
こ
の
３
つ
の
柱
を

「
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
方
向
性
」

と
し
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
。

　
４
つ
め
の
柱「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」に
つ

い
て
は
、
取
り
組
み
内
容
の「
生
活
の
時
間
」を「
社

会
の
時
間
」
に
変
更
。社
会
に
参
画
し
貢
献
す
る
態

度
を
育
む
と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
望
ま

し
い
行
動
な
ど
を
育
む
こ
と
を
位
置
づ
け
た
。

　
５
つ
め
の
柱「
学
び
の
環
境
」に
つ
い
て
は
、
多
年

齢
教
育
活
動
の
導
入
と
し
て
「
共
学
」
の
機
会
を
設

け
、探
究
心
を
広
げ
る
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
。

　
６
つ
め
の
柱
「
職
員
体
制
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
と

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
学
力
の
向
上
と
探
究
的
な
学
習
の
充
実
や
全

学
年
複
式
学
級
に
対
応
し
た
学
校
運
営
に
関
す
る

計
画
を
来
年
度
末
ま
で
に
作
成
す
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
入
館
者
数
　
3
’6
8
6
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
3
’6
5
1
人
、＋
1
・
0
％
）

　
来
年
度
は
開
館
30
周
年
。ら
ん
ま
ん
効
果
に
う
ま

く
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
上
半
期
の
反
省
を
踏
ま

え
、今
後
は
北
川
村
観
光
協
会
な
ど
と
協
力
し
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
割
引
券
を
配
布
す
る
な
ど
、
巻
き
返
し

に
向
け
た
取
り
組
み
を
顕
彰
会
と
確
認
し
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
③
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況

か
い
り

ほ
じ
ょ
う

67



‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

平岡　章秀　議員

　
令
和
５
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
14
日
に
開
会

し
、
北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
ほ
か
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
15
日
に
は
、
２
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。 

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
整
備

　
経
営
主
体
と
な
る
「
北
川
ゆ
ず
振
興
法
人
」
の
登

記
が
11
月
20
日
に
完
了
し
た
。12
月
中
に
網
ハ
ウ
ス

建
設
の
入
札
、
来
年
1
月
に
着
工
、
３
月
中
旬
ま
で

に
工
事
を
完
了
し
、
母
樹
を
定
植
す
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。な
お
、
農
業
振
興
担
当
と
し
て
母
樹
園
の

管
理
に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

現
在
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

○
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成

　
農
業
研
修
制
度
に
お
い
て
、
昨
年
度
と
今
年
度
に

卒
業
し
た
５
人
全
員
が
村
で
ゆ
ず
農
家
と
し
て
就

農
し
て
お
り
、
概
ね
順
調
だ
と
聞
く
。研
修
期
間
の

後
半
に
将
来
の
就
農
を
想
定
し
た
園
地
を
北
川
村

振
興
公
社
が
借
り
上
げ
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た

上
、
卒
業
後
に
そ
の
園
地
で
就
農
す
る「
農
業
研
修

版 

北
川
モ
デ
ル
」の
成
果
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
選
果
や
出
荷
先
の
選
定
や
青
果
率
の
向

上
な
ど
収
入
に
直
結
す
る
課
題
も
あ
り
、農
業
研
修

生
Ｏ
Ｂ
会
、
仮
称「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」の
活
動
を

通
し
て
、環
境
を
整
備
す
る
。

○
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

　
５
つ
の
工
区
の
う
ち
、
今
年
度
内
に
着
工
、
完
了

予
定
の
Ｊ
Ａ
ユ
ズ
加
工
場
西
側
２
工
区
の
入
札
が
成

立
せ
ず
、
着
工
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。主
な
原
因

は
標
準
積
算
に
基
づ
く
予
定
価
格
と
業
者
が
積
算

し
た
価
格
と
の
乖
離
で
、
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
、
積
算
を
再
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
着
工
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
11
月
に
は
農
林
水
産
省
を
訪
問
し
、関
連
予
算
の

確
保
に
加
え
て
、
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

大
区
画
化
と
併
せ
て
土
羽
法
面
を
擁
壁
と
す
る
こ

と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
管
理
の
省
力
化
を
実
現

し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
た
な
経
済
効
果
算
定
方

法
の
導
入
を
要
望
し
た
。

　
今
後
も
1
0
0
ha
の
圃
場
整
備
を
目
標
に
、よ
り

進
化
し
た
優
良
園
地
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
。

○
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

　
11
月
５
日
、
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
た
。ゆ

ず
の
収
穫
や
搾
汁
体
験
、
グ
ル
メ
出
店
な
ど
の
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
1
’6
0
0
人
の
方
が
来
場
さ
れ
た
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
野
川
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
の
断
水

　
11
月
４
日
に
発
生
し
た
断
水
は
復
旧
に
時
間
を

要
し
、
地
区
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

　
ろ
過
装
置
の
不
具
合
に
よ
る
ろ
過
水
量
の
低
下

に
加
え
、
２
箇
所
で
漏
水
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
村
全
体
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

漏
水
調
査
な
ど
の
手
法
を
検
討
す
る
。

○
村
道
東
長
山
線
の
道
路
改
良
事
業

　
道
路
側
溝
の
改
修
と
併
せ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
打
ち
替
え
な
ど
、
地
域
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た

測
量
設
計
が
10
月
末
に
完
了
。12
月
に
工
事
請
負
契

約
を
締
結
、来
年
３
月
完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

○
小
島
橋
の
補
修
設
計

　
９
月
に
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。昨
年
度
に
ボ
ル

ト
の
欠
落
が
発
覚
し
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
中
に
設
計
を
完
了
、
来
年
度
に
施

工
予
定
と
し
て
い
る
。

○
大
雨
に
よ
る
村
道
崩
壊
な
ど

　
今
年
６
月
の
大
雨
で
発
生
し
た
、
柏
木
地
区
に
お

け
る
ゆ
ず
畑
の
畦
畔
崩
壊
１
箇
所
、
村
道
の
路
側
崩

壊
２
箇
所
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
ゆ
ず
畑
復
旧
の
災

害
査
定
を
終
え
、本
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算

に
工
事
費
を
計
上
し
て
い
る
。村
道
の
復
旧
２
箇
所

に
つ
い
て
は
２
工
区
に
分
け
、順
次
復
旧
す
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
防
災
備
品

　
村
内
一
斉
防
災
訓
練
で
、防
災
備
品
の
不
足
が
確

認
さ
れ
た
。防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

の
過
不
足
分
が
確
認
で
き
次
第
、
早
期
に
配
備
す

る
。非
常
食
の
賞
味
期
限
切
れ
等
に
よ
る
不
足
分

は
、各
地
区
へ
１
月
末
ま
で
に
配
備
す
る
。ま
た
追
加

要
望
の
あ
っ
た
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に

整
備
を
行
う
べ
く
、県
補
助
金
を
要
望
し
て
い
る
。

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
11
月
末
現
在
、
診
断
４
件
の
申
請
の
う
ち
１
件
が

改
修
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。老
朽
化
住
宅
の
除
却

は
、相
談
３
件
、完
了
１
件
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
は
近
年
５
件
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
10
月
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
住
環

境
の
改
善
・
防
災
対
策
の
促
進
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
受
診
率
は
10
月
末
現
在
、昨
年
度
同
月
を
５
・
32

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
38
・
87
％
。

　
今
年
度
は
、
健
診
項
目
を
忘
れ
な
い
よ
う
健
診
希

望
調
査
実
施
日
か
ら
健
診
日
ま
で
の
期
間
を
短
く

す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
推
進
員
や
健
康
づ
く
り

婦
人
会
に
よ
る
個
別
受
診
勧
奨
や
健
康
増
進
事
業

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
55
〜
69
歳
ま
で

の
受
診
率
が
約
13
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。50
歳

代
か
ら
、が
ん
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
な
ど
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。引
き
続
き

戸
別
訪
問
や
は
が
き
送
付
な
ど
に
よ
る
勧
奨
を
行

う
と
と
も
に
、
健
康
状
態
な
ど
が
確
認
で
き
る
レ
セ

プ
ト
を
活
用
し
た
勧
奨
方
法
を
検
討
す
る
。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会

　
10
月
に
県
主
催
の
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
が
開

か
れ
、村
内
か
ら
56
人
が
参
加
し
た
。講
師
か
ら
、フ

レ
イ
ル
予
防
に
は
社
会
参
加
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
に
は
高
齢
者
の
知
識
と
経

験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
貢
献
の
支
え
手
側
と

し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
の
講
演
を
い
た

だ
い
た
。参
加
者
か
ら
の
意
見
や
講
演
内
容
を
踏
ま

え
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

○
保
健
事
業
と
介
護
予
防

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
と
連
携
し
た

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
10
会
場
で
48
回
実
施
し
、延

べ
3
1
0
人
が
参
加
。特
に
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
体
成
分
分
析
装
置
に
よ
る
体
力
測
定
で
は
、

筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
だ
け
で
な
く
タ
ン
パ
ク
質
量
や

ミ
ネ
ラ
ル
量
な
ど
も
可
視
化
で
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防

や
低
栄
養
防
止
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

○
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

　
12
月
か
ら
、県
の
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
た
村
独
自
の
予
防
策
に
取
り
組
み

始
め
た
。対
象
者
を
管
理
栄
養
士
資
格
の
あ
る
保
健

福
祉
推
進
員
が
訪
問
し
、栄
養
指
導
を
中
心
と
し
た

保
健
指
導
等
を
行
う
も
の
。こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
食
事
制
限
な
ど
の
行
動
変
容
や
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
り
、村
民
の
健
康
増
進
及
び
医
療
費
の
適
正

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
入
園
者
数
　
1
0
6
’6
8
7
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
8
7
’0
8
2
人
、＋
22
・
5
％
）

（
令
和
３
年
同
期
6
0
’5
4
9
人
、＋
76
・
2
％
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ら
ん
ま
ん
」の
放
送
を
契
機
と
し
た
、
牧

野
植
物
園
と
モ
ネ
の
庭
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
好
評
で
、

主
に
団
体
客
が
増
加
し
て
い
る
。10
月
に
は
開
園
当

初
か
ら
の
来
園
者
数
2
0
0
万
人
を
達
成
し
た
。

　
加
え
て
、
10
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
モ
ネ
の
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」の
新
た
な
企
画

と
し
て
打
ち
上
げ
花
火
や
ジ
ビ
エ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

開
催
し
、大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
10
月
に
、
仏
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
の

前
庭
園
管
理
者
で
あ
る
ヴ
ァ
エ
氏
と
現
庭
園
管
理

者
ア
ヴ
ィ
サ
ー
ル
氏
を
招
聘
、20
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
の
庭
を
中
心
に
、
モ
ネ
の
庭

全
体
の
監
修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。テ
レ
ビ
局
や

新
聞
社
に
も
取
材
さ
れ
、
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
も

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
1
2
’6
6
2
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
1
2
’7
1
8
人
、▲
0
・
4
％
）

（
令
和
3
年
度
同
期
1
2
’4
1
2
人
、＋
2
・
0
％
）

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
ま
で
回
復
で
き
て
い
な
い
。

来
年
１
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘

客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ

ン
が
好
評
な
一
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
戦
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
お
り
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン

と
共
に
知
恵
を
絞
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
件
数
　
2
’1
6
3
件（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
2
’4
1
7
件
）

　
寄
附
額
　
2
0
’2
6
8
千
円（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
1
9
’7
0
9
千
円
）

　
昨
年
度
よ
り
微
増
。こ
の
た
め
、
従
来
ご
寄
附
が

増
え
る
年
末
に
減
少
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て
寄
附
者
の

想
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
中
岡
慎
太
郎

先
生
顕
彰
会
と
共
に
検
討
す
る
。

■
教
育
関
係

○
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

　
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
、
原
案
で
は「
基
本
理
念
、
目
標
、
魅
力

と
特
色
あ
る
教
育
活
動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、

15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
形
態
」
を
６

つ
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
県
教
育
委
員
会
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
て
、
内
容
の
充
足
と
新
た
な
柱
立
て

を
行
っ
た
。

　
２
つ
め
の
柱「
教
育
方
針
」に
つ
い
て
は
、
当
初
の

「
自
立
・
協
働
・
貢
献
」の
３
つ
に
加
え
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
自
己
実
現
に
向
け
て
自
身
の
将
来
を
創
造

で
き
る
人
材
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら「
創
造
」を
追
加
し
、４
つ
の
理
想
と
し
た
。

　
３
つ
め
の
柱
「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
以

降
に
つ
い
て
は
後
ろ
に
ず
ら
し
、「
育
て
た
い
人
物

像
」を
位
置
付
け
た
。柱
１「
基
本
理
念
」、
柱
２「
目

標
」、
柱
３「
育
て
た
い
人
物
像
」、
こ
の
３
つ
の
柱
を

「
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
方
向
性
」

と
し
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
。

　
４
つ
め
の
柱「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」に
つ

い
て
は
、
取
り
組
み
内
容
の「
生
活
の
時
間
」を「
社

会
の
時
間
」
に
変
更
。社
会
に
参
画
し
貢
献
す
る
態

度
を
育
む
と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
望
ま

し
い
行
動
な
ど
を
育
む
こ
と
を
位
置
づ
け
た
。

　
５
つ
め
の
柱「
学
び
の
環
境
」に
つ
い
て
は
、
多
年

齢
教
育
活
動
の
導
入
と
し
て
「
共
学
」
の
機
会
を
設

け
、探
究
心
を
広
げ
る
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
。

　
６
つ
め
の
柱
「
職
員
体
制
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
と

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
学
力
の
向
上
と
探
究
的
な
学
習
の
充
実
や
全

学
年
複
式
学
級
に
対
応
し
た
学
校
運
営
に
関
す
る

計
画
を
来
年
度
末
ま
で
に
作
成
す
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
入
館
者
数
　
3
’6
8
6
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
3
’6
5
1
人
、＋
1
・
0
％
）

　
来
年
度
は
開
館
30
周
年
。ら
ん
ま
ん
効
果
に
う
ま

く
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
上
半
期
の
反
省
を
踏
ま

え
、今
後
は
北
川
村
観
光
協
会
な
ど
と
協
力
し
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
割
引
券
を
配
布
す
る
な
ど
、
巻
き
返
し

に
向
け
た
取
り
組
み
を
顕
彰
会
と
確
認
し
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
③
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況和田　和恵　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

12
　   

11       

9   

91
・
6
％  

75
･
0
％

現
年
予
算 

 

26
　   

17       

5
　 

65
･
4
％   

19
･
2
％

89



‥
一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 
答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

平岡　章秀　議員

　
令
和
５
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
14
日
に
開
会

し
、
北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
ほ
か
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
15
日
に
は
、
２
氏
が
５
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。 

‥

行
政
報
告‥

（
抜
粋
）

■
第
１
次
産
業
の
振
興

○
ゆ
ず
の
母
樹
園
整
備

　
経
営
主
体
と
な
る
「
北
川
ゆ
ず
振
興
法
人
」
の
登

記
が
11
月
20
日
に
完
了
し
た
。12
月
中
に
網
ハ
ウ
ス

建
設
の
入
札
、
来
年
1
月
に
着
工
、
３
月
中
旬
ま
で

に
工
事
を
完
了
し
、
母
樹
を
定
植
す
る
予
定
と
聞
い

て
い
る
。な
お
、
農
業
振
興
担
当
と
し
て
母
樹
園
の

管
理
に
携
わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、

現
在
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

○
1
0
0
人
の
起
業
家
農
業
者
の
育
成

　
農
業
研
修
制
度
に
お
い
て
、
昨
年
度
と
今
年
度
に

卒
業
し
た
５
人
全
員
が
村
で
ゆ
ず
農
家
と
し
て
就

農
し
て
お
り
、
概
ね
順
調
だ
と
聞
く
。研
修
期
間
の

後
半
に
将
来
の
就
農
を
想
定
し
た
園
地
を
北
川
村

振
興
公
社
が
借
り
上
げ
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た

上
、
卒
業
後
に
そ
の
園
地
で
就
農
す
る「
農
業
研
修

版 

北
川
モ
デ
ル
」の
成
果
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
選
果
や
出
荷
先
の
選
定
や
青
果
率
の
向

上
な
ど
収
入
に
直
結
す
る
課
題
も
あ
り
、農
業
研
修

生
Ｏ
Ｂ
会
、
仮
称「
北
川
村
ゆ
ず
陸
援
隊
」の
活
動
を

通
し
て
、環
境
を
整
備
す
る
。

○
野
友
地
区
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

　
５
つ
の
工
区
の
う
ち
、
今
年
度
内
に
着
工
、
完
了

予
定
の
Ｊ
Ａ
ユ
ズ
加
工
場
西
側
２
工
区
の
入
札
が
成

立
せ
ず
、
着
工
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
。主
な
原
因

は
標
準
積
算
に
基
づ
く
予
定
価
格
と
業
者
が
積
算

し
た
価
格
と
の
乖
離
で
、
県
安
芸
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
、
積
算
を
再
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
着
工
で
き
る
よ
う
対
応
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
11
月
に
は
農
林
水
産
省
を
訪
問
し
、関
連
予
算
の

確
保
に
加
え
て
、
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

大
区
画
化
と
併
せ
て
土
羽
法
面
を
擁
壁
と
す
る
こ

と
で
、
生
産
性
の
向
上
や
管
理
の
省
力
化
を
実
現

し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
た
な
経
済
効
果
算
定
方

法
の
導
入
を
要
望
し
た
。

　
今
後
も
1
0
0
ha
の
圃
場
整
備
を
目
標
に
、よ
り

進
化
し
た
優
良
園
地
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
。

○
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

　
11
月
５
日
、
４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ
れ
た
。ゆ

ず
の
収
穫
や
搾
汁
体
験
、
グ
ル
メ
出
店
な
ど
の
ほ
か

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
1
’6
0
0
人
の
方
が
来
場
さ
れ
た
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
等

○
野
川
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
の
断
水

　
11
月
４
日
に
発
生
し
た
断
水
は
復
旧
に
時
間
を

要
し
、
地
区
の
皆
様
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

　
ろ
過
装
置
の
不
具
合
に
よ
る
ろ
過
水
量
の
低
下

に
加
え
、
２
箇
所
で
漏
水
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
村
全
体
の
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

漏
水
調
査
な
ど
の
手
法
を
検
討
す
る
。

○
村
道
東
長
山
線
の
道
路
改
良
事
業

　
道
路
側
溝
の
改
修
と
併
せ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
打
ち
替
え
な
ど
、
地
域
住
民
の
要
望
を
反
映
し
た

測
量
設
計
が
10
月
末
に
完
了
。12
月
に
工
事
請
負
契

約
を
締
結
、来
年
３
月
完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

○
小
島
橋
の
補
修
設
計

　
９
月
に
委
託
契
約
を
締
結
し
た
。昨
年
度
に
ボ
ル

ト
の
欠
落
が
発
覚
し
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
、
今
年
度
中
に
設
計
を
完
了
、
来
年
度
に
施

工
予
定
と
し
て
い
る
。

○
大
雨
に
よ
る
村
道
崩
壊
な
ど

　
今
年
６
月
の
大
雨
で
発
生
し
た
、
柏
木
地
区
に
お

け
る
ゆ
ず
畑
の
畦
畔
崩
壊
１
箇
所
、
村
道
の
路
側
崩

壊
２
箇
所
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
ゆ
ず
畑
復
旧
の
災

害
査
定
を
終
え
、本
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算

に
工
事
費
を
計
上
し
て
い
る
。村
道
の
復
旧
２
箇
所

に
つ
い
て
は
２
工
区
に
分
け
、順
次
復
旧
す
る
。

■
防
災
・
地
震
対
策

○
防
災
備
品

　
村
内
一
斉
防
災
訓
練
で
、防
災
備
品
の
不
足
が
確

認
さ
れ
た
。防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

の
過
不
足
分
が
確
認
で
き
次
第
、
早
期
に
配
備
す

る
。非
常
食
の
賞
味
期
限
切
れ
等
に
よ
る
不
足
分

は
、各
地
区
へ
１
月
末
ま
で
に
配
備
す
る
。ま
た
追
加

要
望
の
あ
っ
た
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
に

整
備
を
行
う
べ
く
、県
補
助
金
を
要
望
し
て
い
る
。

○
個
人
住
宅
の
耐
震
化

　
11
月
末
現
在
、
診
断
４
件
の
申
請
の
う
ち
１
件
が

改
修
工
事
を
完
了
し
て
い
る
。老
朽
化
住
宅
の
除
却

は
、相
談
３
件
、完
了
１
件
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
化
は
近
年
５
件
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。耐
震
工
事
を
実
施
し
て
い
な
い
方
な
ど

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
10
月
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
住
環

境
の
改
善
・
防
災
対
策
の
促
進
に
取
り
組
む
。

■
日
本
一
元
気
な
長
寿
村
づ
く
り

○
特
定
健
診

　
受
診
率
は
10
月
末
現
在
、昨
年
度
同
月
を
５
・
32

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
38
・
87
％
。

　
今
年
度
は
、
健
診
項
目
を
忘
れ
な
い
よ
う
健
診
希

望
調
査
実
施
日
か
ら
健
診
日
ま
で
の
期
間
を
短
く

す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
推
進
員
や
健
康
づ
く
り

婦
人
会
に
よ
る
個
別
受
診
勧
奨
や
健
康
増
進
事
業

に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
55
〜
69
歳
ま
で

の
受
診
率
が
約
13
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。50
歳

代
か
ら
、が
ん
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
な
ど
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。引
き
続
き

戸
別
訪
問
や
は
が
き
送
付
な
ど
に
よ
る
勧
奨
を
行

う
と
と
も
に
、
健
康
状
態
な
ど
が
確
認
で
き
る
レ
セ

プ
ト
を
活
用
し
た
勧
奨
方
法
を
検
討
す
る
。

○
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会

　
10
月
に
県
主
催
の
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
が
開

か
れ
、村
内
か
ら
56
人
が
参
加
し
た
。講
師
か
ら
、フ

レ
イ
ル
予
防
に
は
社
会
参
加
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
に
は
高
齢
者
の
知
識
と
経

験
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
域
貢
献
の
支
え
手
側
と

し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ほ
し
い
と
の
講
演
を
い
た

だ
い
た
。参
加
者
か
ら
の
意
見
や
講
演
内
容
を
踏
ま

え
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い
く
。

○
保
健
事
業
と
介
護
予
防

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
と
連
携
し
た

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
10
会
場
で
48
回
実
施
し
、延

べ
3
1
0
人
が
参
加
。特
に
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
体
成
分
分
析
装
置
に
よ
る
体
力
測
定
で
は
、

筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
だ
け
で
な
く
タ
ン
パ
ク
質
量
や

ミ
ネ
ラ
ル
量
な
ど
も
可
視
化
で
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防

や
低
栄
養
防
止
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

○
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

　
12
月
か
ら
、県
の
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
た
村
独
自
の
予
防
策
に
取
り
組
み

始
め
た
。対
象
者
を
管
理
栄
養
士
資
格
の
あ
る
保
健

福
祉
推
進
員
が
訪
問
し
、栄
養
指
導
を
中
心
と
し
た

保
健
指
導
等
を
行
う
も
の
。こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
食
事
制
限
な
ど
の
行
動
変
容
や
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
り
、村
民
の
健
康
増
進
及
び
医
療
費
の
適
正

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
観
光
の
振
興

○
北
川
村「
モ
ネ
の
庭
」マ
ル
モ
ッ
タ
ン

　
入
園
者
数
　
1
0
6
’6
8
7
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
8
7
’0
8
2
人
、＋
22
・
5
％
）

（
令
和
３
年
同
期
6
0
’5
4
9
人
、＋
76
・
2
％
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ら
ん
ま
ん
」の
放
送
を
契
機
と
し
た
、
牧

野
植
物
園
と
モ
ネ
の
庭
を
巡
る
ツ
ア
ー
が
好
評
で
、

主
に
団
体
客
が
増
加
し
て
い
る
。10
月
に
は
開
園
当

初
か
ら
の
来
園
者
数
2
0
0
万
人
を
達
成
し
た
。

　
加
え
て
、
10
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
「
モ
ネ
の
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
」の
新
た
な
企
画

と
し
て
打
ち
上
げ
花
火
や
ジ
ビ
エ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

開
催
し
、大
盛
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
10
月
に
、
仏
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
庭
の

前
庭
園
管
理
者
で
あ
る
ヴ
ァ
エ
氏
と
現
庭
園
管
理

者
ア
ヴ
ィ
サ
ー
ル
氏
を
招
聘
、20
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
の
庭
を
中
心
に
、
モ
ネ
の
庭

全
体
の
監
修
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。テ
レ
ビ
局
や

新
聞
社
に
も
取
材
さ
れ
、
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
も

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

○
北
川
村
温
泉

　
利
用
者
数
　
1
2
’6
6
2
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
1
2
’7
1
8
人
、▲
0
・
4
％
）

（
令
和
3
年
度
同
期
1
2
’4
1
2
人
、＋
2
・
0
％
）

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
ま
で
回
復
で
き
て
い
な
い
。

来
年
１
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
る
「
ひ
が
し
こ
う
ち
誘

客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ

ン
が
好
評
な
一
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
戦
し
て

い
る
と
も
聞
い
て
お
り
、（
株
）き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン

と
共
に
知
恵
を
絞
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金

　
件
数
　
2
’1
6
3
件（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
2
’4
1
7
件
）

　
寄
附
額
　
2
0
’2
6
8
千
円（
10
月
末
現
在
）

（
前
年
度
同
期
　
1
9
’7
0
9
千
円
）

　
昨
年
度
よ
り
微
増
。こ
の
た
め
、
従
来
ご
寄
附
が

増
え
る
年
末
に
減
少
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
し
て
寄
附
者
の

想
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
中
岡
慎
太
郎

先
生
顕
彰
会
と
共
に
検
討
す
る
。

■
教
育
関
係

○
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

　
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
、
原
案
で
は「
基
本
理
念
、
目
標
、
魅
力

と
特
色
あ
る
教
育
活
動
、学
び
の
環
境
、職
員
体
制
、

15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
形
態
」
を
６

つ
の
柱
と
し
て
い
た
が
、
県
教
育
委
員
会
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
て
、
内
容
の
充
足
と
新
た
な
柱
立
て

を
行
っ
た
。

　
２
つ
め
の
柱「
教
育
方
針
」に
つ
い
て
は
、
当
初
の

「
自
立
・
協
働
・
貢
献
」の
３
つ
に
加
え
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
自
己
実
現
に
向
け
て
自
身
の
将
来
を
創
造

で
き
る
人
材
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら「
創
造
」を
追
加
し
、４
つ
の
理
想
と
し
た
。

　
３
つ
め
の
柱
「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
以

降
に
つ
い
て
は
後
ろ
に
ず
ら
し
、「
育
て
た
い
人
物

像
」を
位
置
付
け
た
。柱
１「
基
本
理
念
」、
柱
２「
目

標
」、
柱
３「
育
て
た
い
人
物
像
」、
こ
の
３
つ
の
柱
を

「
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
・
教
育
の
方
向
性
」

と
し
て
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
。

　
４
つ
め
の
柱「
魅
力
と
特
色
あ
る
教
育
活
動
」に
つ

い
て
は
、
取
り
組
み
内
容
の「
生
活
の
時
間
」を「
社

会
の
時
間
」
に
変
更
。社
会
に
参
画
し
貢
献
す
る
態

度
を
育
む
と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
望
ま

し
い
行
動
な
ど
を
育
む
こ
と
を
位
置
づ
け
た
。

　
５
つ
め
の
柱「
学
び
の
環
境
」に
つ
い
て
は
、
多
年

齢
教
育
活
動
の
導
入
と
し
て
「
共
学
」
の
機
会
を
設

け
、探
究
心
を
広
げ
る
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
。

　
６
つ
め
の
柱
「
職
員
体
制
」
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
と

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
学
力
の
向
上
と
探
究
的
な
学
習
の
充
実
や
全

学
年
複
式
学
級
に
対
応
し
た
学
校
運
営
に
関
す
る

計
画
を
来
年
度
末
ま
で
に
作
成
す
る
。

○
中
岡
慎
太
郎
館

　
入
館
者
数
　
3
’6
8
6
人（
11
月
末
現
在
）

（
前
年
同
期
3
’6
5
1
人
、＋
1
・
0
％
）

　
来
年
度
は
開
館
30
周
年
。ら
ん
ま
ん
効
果
に
う
ま

く
結
び
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
上
半
期
の
反
省
を
踏
ま

え
、今
後
は
北
川
村
観
光
協
会
な
ど
と
協
力
し
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
割
引
券
を
配
布
す
る
な
ど
、
巻
き
返
し

に
向
け
た
取
り
組
み
を
顕
彰
会
と
確
認
し
て
い
る
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
③
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況（
12
月
１
日
時
点
）

　
工
事
関
係（
工
事
・
委
託
業
務
）発
注
状
況和田　和恵　議員

区
　
分
　
総
件
数  

発
注
件
数 

完
了
件
数  

発
注
率   

完
了
率

繰
越
明
許
費 

 

12
　   

11       

9   

91
・
6
％  

75
･
0
％

現
年
予
算 
 

26
　   

17       

5
　 

65
･
4
％   

19
･
2
％

89



‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

1011



‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏
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‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 
全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）

の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
、

質
疑
等
を
通
じ
て
、
村
の
予
算
や
契
約
、
条
例
な
ど

の
最
終
的
な
決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議

会
と
村
長
が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力
し

て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。会
議
の

様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
傍
聴
者
は
延
べ
19
人
。次
回
、
令
和

６
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

9
月
13
日（
水
）

9
月
14
日（
木
）

9
月
22
日（
金
）

9
月
26
日（
火
） 

9
月
27
日（
水
）

9
月
28
日（
木
） 

9
月
30
日（
土
）

10
月
2
日（
月
）

10
月
3
日（
火
） 

10
月
4
日（
水
）

10
月
5
日（
木
）

10
月
6
日（
金
） 

10
月
7
日（
土
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
地
域
公
共
交
通
会
議
（
北

川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
9
月
定
例
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
40
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議
会

第
43
回
定
例
会
事
前
説
明
（
北
川

村
庁
舎
）

第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
臨
時
会
（
安
芸
市
／
安

芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会（
香

川
県
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
北
川
村
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

村
営
住
宅
選
考
委
員
会
（
北
川
村

庁
舎
）

脱
炭
素
事
業
要
望
（
高
知
市
／
高

知
県
庁
）

芸
西
村
議
会
懇
談（
北
川
村
庁
舎
）

「
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り
＆
鉄

道
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
セ
レ
モ

ニ
ー
（
副
議
長
）（
安
芸
市
／
安
芸

タ
イ
ガ
ー
ス
球
場
駐
車
場
）

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ヴ
ァ
エ
氏
及
び
ジ
ャ

ン
＝
マ
リ
ー
・
ア
ヴ
ィ
サ
ー
ル
氏

来
村
に
伴
う
昼
食
交
流
会
（
北
川

村
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会

長
会
・
理
事
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会（
徳
島
県
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
施
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
施
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
道
路
整
備

の
充
実
を
求
め
る
四
国
東
南
部
大

会
（
芸
西
村
／
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト

ホ
テ
ル
土
佐
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
徳

島
県
要
望（
徳
島
県
）

令
和
５
年
第
２
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

宮
崎
県
西
米
良
村
議
会
視
察
（
北

川
村
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
高
知
市
／
高
知

県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

第
43
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連

合
議
会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知

10
月
11
日（
水
）

10
月
12
日（
木
）

10
月
13
日（
金
）

10
月
18
日（
水
）

10
月
19
日（
木
）

10
月
20
日（
金
）

10
月
23
日（
月
）

10
月
25
日（
水
）

10
月
26
日（
木
）

10
月
27
日（
金
）

令
和
５
年
9
月
議
会
以
降
の

岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
40
回
定
例
会
（
高
知
市

／
高
知
県
自
治
会
館
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
地
方
整
備

局
要
望（
香
川
県
）

般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
、
国
道

４
９
３
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

地
方
整
備
局
合
同
要
望（
香
川
県
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式
（
高
知
市

／
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬

公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高

知
県
土
木
部
長
要
望
（
高
知
市
／

高
知
県
庁
）

大
阪
高
知
県
人
会
結
成
総
会
（
大

阪
市
）

全
国
森
林
鉄
道
サ
ミ
ッ
ト
i
n
高

知（
田
野
町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
）

北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

（
北
川
村
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

会（
北
川
村
）

京
都
高
知
県
人
会
墓
前
祭
・
総
会

（
常
任
委
員
長
）（
京
都
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
高
知
県

土
木
部
長
要
望
（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

  

 

10
月
30
日（
月
）

11
月
1
日（
水
）

11
月
2
日（
木
）

11
月
3
日（
金
）

11
月
4
日（
土
）

11
月
5
日（
日
）

11
月
13
日（
月
）

11
月
15
日（
水
）

11
月
17
日（
金
）

11
月
20
日（
月
）

一般会計（第6号） 132,496千円 2,708,723千円

国民健康保険
特別会計（第2号） 418千円 197,135千円

補正額会計名 補正後の額

■令和5年度　補正予算

農
林
水
産
省
ほ
か
要
望（
東
京
都
）

農
林
水
産
省
ほ
か
要
望（
東
京
都
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明
（
北
川
村

庁
舎
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
本
省
要
望

（
東
京
都
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
本

省
要
望（
東
京
都
）

選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

（
東
京
都
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京

都
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
視
察
研

修（
東
京
都
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
市
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典

（
安
芸
市
／
安
芸
市
新
庁
舎
）

中
岡
迂
山
記
念
合
同
全
国
書
展
表

彰
式（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
／
安

芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会

長
会
・
理
事
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

村
営
住
宅
選
考
委
員
会
（
北
川
村

庁
舎
）

11
月
21
日（
火
）

11
月
22
日（
水
）

11
月
24
日（
金
）

11
月
27
日（
月
）

11
月
28
日（
火
）

11
月
29
日（
水
）

11
月
30
日（
木
）

12
月
1
日（
金
）

12
月
2
日（
土
）

12
月
4
日（
月
）

12
月
5
日（
火
）

12
月
6
日（
水
）

12
月
13
日（
水
）

1213



‥

一
般
質
問‥

　
宅
地
造
成
に
つ
い
て

問
　
今
年
度
測
量
設
計
委
託
が
予
算
計
上
さ
れ
、業

務
期
間
も
終
盤
に
入
り
中
間
報
告
等
を
聞
か
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
全
体
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
宅
地
希
望
要
望

等
ニ
ー
ズ
の
話
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
問
う
。

 

答
　
村
長

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
。新
た
な
宅

地
造
成
は
、
野
友
角
木
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
西
側
の

区
域
を
候
補
地
と
し
て
、
地
権
者
の
皆
様
か
ら
ご
了

承
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
４
年
度
末
に
造
成
区
画

を
約
1
・
6
ha
と
し
た
計
画
を
定
め
、
令
和
５
年
８

月
に
測
量
設
計
、
現
地
調
査
を
終
え
、
都
市
計
画
法

の
開
発
許
可
を
得
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を

県
に
確
認
し
て
い
る
。

　
今
回
の
計
画
は
、
分
譲
区
画
だ
け
で
な
く
、
整
備

要
望
の
中
で
共
同
社
員
住
宅
が
あ
っ
た
点
を
考
慮

し
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
案
を
作
成
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
地
元
や
関
係
者
の
皆
様
へ
の
説
明
会

を
年
度
内
に
開
催
す
る
予
定
。そ
の
上
で
７
年
度
に

造
成
工
事
に
着
手
し
、８
年
度
中
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
こ
の
造
成
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
造
成
面

積
、募
集
戸
数
、周
辺
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
計
画
し
て
い
る
造
成
面
積
は
1
・
6
ha
の
予
定
。

開
発
許
可
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
と
し
て
、
例

え
ば
造
成
面
積
に
応
じ
た
道
路
幅
員
が
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
造
成
面
積
の
３
％
を
緑
地
帯
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
排
水
が
一
気
に
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う

に
、調
整
池
の
設
置
、ま
た
は
、排
水
路
の
断
面
を
大

き
く
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
こ
う
し
た
開
発
許
可
の
要
件
と
な
る
道
路
、
緑
地

帯
、
調
整
池
な
ど
の
配
置
を
検
討
し
た
上
で
、
分
譲

区
画
及
び
共
同
社
員
住
宅
の
整
備
に
必
要
な
面
積

等
、
ま
た
周
辺
の
道
路
整
備
な
ど
、
あ
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

　
芸
術
企
画
専
門
員
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
雇
用
状
況
、
ま
た
、
業
務
内
容
に
つ
い

て
問
う
。

 

答
　
村
長

　
高
知
県
東
部
の
芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
と
な
る

モ
ネ
の
庭
が
あ
り
な
が
ら
、
モ
ネ
の
絵
画
を
は
じ
め

と
し
た
芸
術
的
視
点
か
ら
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
芸
術
的
視
点
を
見

定
め
て
、
北
川
村
の
魅
力
発
信
を
ね
ら
い
と
し
て
確

保
し
て
い
き
た
い
。

　
専
門
員
の
業
務
内
容
と
し
て
は
、
発
展
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
ネ
の
庭
を
活
用
し
た
芸
術
家
へ
の

情
報
発
信
や
文
化
芸
術
業
界
で
の
認
知
度
向
上
を

目
的
に
、
芸
術
家
の
創
出
活
動
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
芸
術
文
化
業
界
へ
の
広
報
活
動
な

ど
を
考
え
て
い
る
。

　
雇
用
の
状
況
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か
ら
募
集
を

開
始
し
、１
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、応
募
要
件
で
あ

る
芸
術
文
化
業
界
で
の
職
務
経
験
や
、
企
業
等
で
の

広
報
担
当
と
し
て
の
職
務
経
験
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、現
時
点
で
は
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
募
集
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
村
及
び
高
知

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、ま
た
、モ
ネ

の
庭
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
、
高
知
県
移
住
相

談
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
広
報
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。

　
今
後
は
、
モ
ネ
の
庭
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

広
報
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
要
件
の
見
直
し

を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問
　
モ
ネ
の
庭
を
メ
イ
ン
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
を
行

う
上
で
、村
内
観
光
施
設
の
モ
ネ
の
庭
、慎
太
郎
館
、

北
川
村
温
泉
ゆ
ず
の
宿
等
と
の
連
携
を
行
い
、
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
雇
用
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
。モ
ネ
の
庭
等
観
光
施
設
を
い
か
に
発
展
さ

せ
る
か
と
い
う
専
門
員
な
の
で
、
会
計
年
度
職
員
で

は
な
く
職
員
雇
用
も
一
つ
の
方
法
案
と
し
て
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
村
長

　
今
回
募
集
し
て
い
る
の
は
、
芸
術
企
画
専
門
員

で
、
観
光
全
般
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。観
光
全
般

に
つ
い
て
は
、観
光
協
会
等
々
あ
る
の
で
、そ
ち
ら
を

軸
に
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
お
り
、現
在
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活

用
し
て
、募
集
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
脱
炭
素
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
環
境
省
に
よ
る
事
業
進
捗
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、計
画
提
案
書
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
沿
っ
て
事
業
は
進
ん
で
い
る
の
か
。事
業
推
進
の

た
め
に
必
要
な
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
脱
炭
素
推
進
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
庁
内
で
の
推
進
体
制
が
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
国
に
採
択
い
た
だ
い
た
計
画
ど
お
り
に
は

進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、来
年
度
の
体
制
確
保
に
向
け
て
、地
方
創
生

人
材
支
援
制
度
を
活
用
し
、
環
境
省
か
ら
人
的
支
援

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。こ
の

結
果
に
よ
る
が
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
職
員
を
軸
に

体
制
を
組
み
、推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

問
　
当
初
計
画
の
う
ち
実
行
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
く
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
５
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
小
水
力
発
電
と

太
陽
光
発
電
の
二
つ
の
事
業
か
ら
実
施
し
て
い
く
。

　
小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
小
水
力
発
電
施
設
設

計
単
価
構
成
等
委
託
業
務
と
し
て
、宗
ノ
上
、蛇
谷
の

２
カ
所
の
小
水
力
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
た
単
価
の
見
直
し
や
維
持
管
理
が
容

易
な
施
設
整
備
を
念
頭
に
置
い
た
設
計
内
容
に
修

正
す
る
も
の
で
、
完
了
は
令
和
６
年
度
夏
頃
を
予
定

し
て
お
り
、そ
の
後
工
事
費
を
予
算
計
上
し
て
い
く
。

　
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
振

興
公
社
に
対
し
て
、太
陽
光
発
電
施
設
及
び
蓄
電
池

を
整
備
す
る
村
有
施
設
再
エ
ネ
設
備
導
入
補
助
金

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
を
小
島
集
会
所
と
北
川

村
温
泉
に
整
備
を
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
５
年
度
、

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
工
事
費
に
係
る
補
助

金
を
予
算
計
上
す
る
予
定
。

　
小
島
集
会
所
、北
川
村
温
泉
を
優
先
的
に
す
る
の

は
、
計
画
段
階
に
お
い
て
小
島
集
会
所
が
初
年
度
で

北
川
村
温
泉
が
次
年
度
に
な
っ
て
い
た
。北
川
村
温

泉
を
同
年
度
に
設
計
し
対
処
し
た
ほ
う
が
、
よ
り
効

果
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た
。

　
使
用
量
は
、
今
現
在
、
小
島
集
会
所
が
年
間
４
千

K
Wh
、
北
川
村
温
泉
が
年
間
約
30
万
K
Wh
。発
電
は

小
島
集
会
所
で
約
２
万
K
Wh
、
北
川
村
温
泉
で
約
６

万
K
Wh
と
試
算
し
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
第
３
回
の
定
例
会
で
、
事
業
主
体
で

あ
る
北
川
村
振
興
公
社
の
運
営
体
制
の
質
問
が
、同

僚
議
員
か
ら
さ
れ
て
い
る
。答
弁
で
は
、「
村
と
し
て

も
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。そ
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
振
興
公
社
で
は
、電
源
開
発
株
式
会
社
よ
り
令
和

５
年
７
月
１
日
時
点
で
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
そ

れ
以
降
、体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
現
在
、
脱
炭
素
関
係
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
人
的
な
確
保
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
の
協

力
体
制
等
が
大
体
構
築
さ
れ
、
対
応
し
て
い
け
る
見

込
み
と
聞
い
て
い
る
。

問
　
村
民
へ
の
説
明
、
周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。令
和
６
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
事
業
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
の
か
。

 

答
　
村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
村
民
の
方
々
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
や
給
湯
器
導
入

の
補
助
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
様
へ
の
電
力
還
元
補
助
金
な
ど
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
村
民
の
皆
様
へ
の
説

明
は
令
和
５
年
度
内
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
令
和

６
年
６
月
前
後
に
な
る
と
想
像
し
て
い
る
。

　
ま
た
、協
議
を
終
え
、条
件
が
整
い
次
第
、住
民
の

方
々
へ
の
周
知
を
は
じ
め
、
広
報
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ

り
村
全
体
で
の
機
運
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
、教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　
橋
本
教
育
長
は
令
和
５
年
10
月
よ
り
着
任
さ

れ
て
い
る
。北
川
村
の
子
育
て
教
育
環
境
へ
の
思
い

を
問
う
。

 

答
　
教
育
長

　
村
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
熱
心
に
取

り
組
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
こ
の
北
川
村
か
ら
、
ま
だ

日
は
浅
い
が
感
じ
て
い
る
。期
待
に
応
え
よ
う
と
力

を
尽
く
す
教
育
現
場
で
あ
る
と
、
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
北
川
村
が
築
き
上
げ

て
き
た
す
ば
ら
し
い
教
育
の
土
台
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
進
化
さ
せ
る
使
命
に
重
責
を
感
じ
て
い

る
。北
川
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
す
ば
ら

し
い
教
育
素
材
を
活
用
し
た
学
び
を
継
続
さ
せ
な

が
ら
、
将
来
に
生
か
せ
る
学
び
の
場
面
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
生
ま
れ
て
か
ら
15
年

間
の
非
常
に
重
要
な
成
長
期
間
で
の
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
、
そ
の
先
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
人
生
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
成
長
を
育
ん
で
い
く
。私
の
教

育
テ
ー
マ
で
あ
る
人
材
育
成
と
子
ど
も
の
自
立
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
保
育
所
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
成
長
に

関
わ
る
全
て
の
人
々
が
、
情
熱
と
愛
情
と
根
気
を

持
っ
て
、
子
ど
も
の
学
び
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
教
育
環
境
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
に
は
保
小
中
一
体
化
施
設
の
整

備
の
方
針
が
決
定
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
た
め
に
重
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
学
校
運
営
の
実
施
計
画
で
あ
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
構
築
に
つ
い
て
は
、年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
、策

定
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
検

証
等
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
面
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、ハ
ー
ド
面
の
基
本
計
画
と
あ
わ
せ
て
、脱
炭
素

事
業
の
計
画
案
も
あ
る
の
で
、
新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
再
編
成
し
、
北
川
村
の
特
色
を
生
か
し

た
15
年
間
の
一
貫
し
た
子
育
て
、
教
育
環
境
整
備
計

画
を
示
せ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
教
育
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て

問
　
中
岡
慎
太
郎
館
を
中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会

に
指
定
管
理
に
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。令

和
５
年
９
月
に
中
心
的
な
職
員
が
退
職
さ
れ
た
が
、

順
調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。業
務
実
施
状

況
の
確
認
な
ど
監
督
責
任
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
企
画
展
な
ど
を
催
し
物
が
あ
る
際
は
訪
問
し
、
内

容
の
確
認
を
し
て
い
る
。中
心
的
な
職
員
の
退
職
が

決
ま
っ
た
際
に
は
、顕
彰
会
役
員
を
交
え
、複
数
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
人
員
体
制
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
確
認
を
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
１
月
に
は
12
月
末
ま
で
の
事
業
実
施

状
況
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も
委

託
元
と
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
、
管
理
監
督
責
任

を
果
た
し
て
い
く
。

問
　
中
岡
迂
山
展
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
に
含
ま
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。表
彰
式
な
ど
、２
人
の
方
が

初
め
て
対
応
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
疑
問
に
思
う
点

が
見
受
け
ら
れ
た
。以
前
担
っ
て
い
た
教
育
委
員
会

も
支
援
を
さ
れ
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
迂
山
展
に
つ
い
て
の
連
絡
は
取
り
合
っ
て
い
た
と

認
識
は
し
て
い
る
が
、
慎
太
郎
館
の
方
も
踏
ま
え

て
、よ
り
一
層
、密
に
連
携
を
と
れ
た
ら
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。次
回
は
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
関
し
て
、
令
和
５
年
11
月
30

日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
大
会
の
第
１
回
実
行
委

員
会
に
お
い
て
事
務
局
の
業
務
軽
減
の
た
め
に
、
大

会
運
営
に
関
わ
る
委
託
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、事
務
局
は
、マ
ラ
ソ
ン
業
務
の
状
況
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
第
１
回
大
会
を
除
く
８
回
の
大
会
は
、
教
育
委
員

会
が
実
行
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
、社
会
体
育
担

当
と
マ
ラ
ソ
ン
担
当
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
２
人

体
制
で
実
施
し
て
き
た
が
、
前
回
大
会
は
会
計
年
度

任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
育
委
員

会
職
員
で
業
務
を
分
担
し
実
施
し
た
。

　
特
に
軽
減
を
図
り
た
い
内
容
は
、
コ
ー
ス
看
板
の

設
置
や
そ
の
後
の
維
持
管
理
、
給
水
所
等
へ
の
資
材

搬
入
な
ど
の
業
務
で
外
部
委
託
で
き
な
い
か
考
え
て

い
る
。外
部
委
託
の
際
は
、
委
託
内
容
の
整
理
と
費

用
対
効
果
を
十
分
検
討
の
上
、実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
目
的
で
あ
る
、人
々
の
交
流
、

つ
な
が
り
の
強
化
、
地
域
の
活
性
化
、
観
光
の
振
興

な
ど
へ
の
効
果
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

答
　
教
育
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

の
機
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
９
回
の
大
会
の
ラ
ン
ナ
ー
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
北
川
村
の
人
や
風
土
と

い
っ
た
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、ゆ
ず
や
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ
に
も
十
分
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
検
証
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
り
、
実
行
委
員
会

で
議
論
も
か
わ
し
、
業
務
の
外
部
委
託
や
教
育
委
員

会
の
体
制
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
今
後
に
つ
い
て
も
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答
　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
通
年
業
務
や
イ
ベ
ン
ト
も
含

め
た
季
節
性
の
業
務
な
ど
、
複
数
の
業
務
を
抱
え
て

い
る
。そ
の
中
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
業
務
は
、年
度
末
、

年
度
初
め
の
時
期
に
か
な
り
負
荷
が
か
か
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
、費
用
対
効
果
を
考
え
、実
行
委
員
会

も
巻
き
込
み
計
画
的
に
準
備
業
務
を
進
め
て
い
く
。

 

答
　
村
長

　
教
育
体
制
は
、
見
直
し
を
か
け
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
実
行
委
員
会
形
式
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
事
務
局
と
実
行
委
員
会
の
協
議
の
中

で
、よ
り
よ
い
方
法
が
見
つ
か
れ
ば
と
期
待
す
る
。今

当
面
は
、
で
き
る
限
り
体
制
、
あ
る
い
は
外
部
委
託

を
備
え
、対
応
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

‥

議
案
審
議‥

◇
条
　
例
◇

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
額
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
表
の
改
定

及
び
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め
に

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
一
般
職
の
任
期
付
き
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

国
家
公
務
員
の
俸
給
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
給

料
表
の
改
定
及
び
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
た
め

に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に

旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
期
末
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
村
長
等
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
の
特

別
職
の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
村
長
等
の
期
末
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
こ
と
に
伴

い
、議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
村
長
等
の
期
末
手
当

の
改
定
率
に
準
じ
て
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

賛
成
多
数（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
予

定
日
前
後
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
引
用
条
文
の
整
備
及
び
字
句
の
修
正
な
ど
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

端
末
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
場
合
に

対
応
す
る
た
め
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
を
一

部
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、北
川
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
が
地
方
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、廃

止
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
北
川
村
簡
易
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、必
要
と
な
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
の
設
置
及
び

経
営
の
基
本
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
制
定

す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
簡
易
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
営
企
業
法

第
32
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北

川
村
簡
易
水
道
事
業
に
お
け
る
剰
余
金
の
処
分
等

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

北
川
村
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
北
川
村
簡
易
水
道
特
別
会
計
が
地
方
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
常
の
監
査
に
加

え
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
る
決
算
等
の
審
査
及
び

公
金
の
収
納
な
ど
の
監
査
を
行
う
た
め
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
補
　
正
　
予
　
算
◇

令
和
５
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）に
つ
い
て

　
脱
炭
素
先
行
地
域
に
関
す
る
事
業
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
や
ゆ
ず
農
家
な
ど
の
個
人
事

業
主
、
村
内
に
本
社
の
あ
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
要

す
る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

令
和
５
年
度
北
川
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

　
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
す
る
も
の
。

　
　
↓ 

全
員
賛
成（
原
案
可
決
）

◇
意
　
見
　
書
◇

子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
↓ 

全
員
賛
成（
可
決
）

提
出
先
：
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
こ
ど
も
政
策
）

　
　
　
　
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣

　
　
　
　
財
務
大
臣

　
　
　
　
衆
議
院
議
長

　
　
　
　
参
議
院
議
長

‥

活
動
報
告‥

■
新
議
員
研
修

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
19
日（
金
）

◇
場
所
　
高
知
県
自
治
会
館

◇
内
容
　「
議
会
議
員
の
役
割
と
課
題
」

◇
講
師
　
一
般
社
団
法
人
　
日
本
経
営
協
会

　
　
　
　
　
　
専
任
講
師
　
浦
野
秀
一
　
氏

■
簡
易
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
移
行
研
修
会

◇
日
時
　
令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）

◇
場
所
　
北
川
村
役
場

◇
内
容
　
・
公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て

　
　
　
　
・
予
算
書
の
見
方
に
つ
い
て

◇
講
師
　
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
　
四
国
支
社

　
　
　
　
　
　
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
　
望
　
氏

　
　
　
　
南
毅
治
公
認
会
計
士
・
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
代
表
　
南
　
毅
治
　
氏

　
議
会
で
は
、年
４
回（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）

の
定
例
会
と
臨
時
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
明
る
く
住
み
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
聞
き
、

質
疑
等
を
通
じ
て
、
村
の
予
算
や
契
約
、
条
例
な
ど

の
最
終
的
な
決
定
を
し
て
い
ま
す
。村
の
仕
事
は
議

会
と
村
長
が
お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力
し

て
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
の
開
始
時
間
は
午
前
10
時
で
す
。会
議
の

様
子
を
直
接
見
た
り
、聞
い
た
り
で
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
の
傍
聴
者
は
延
べ
19
人
。次
回
、
令
和

６
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
で
す
。

　
ぜ
ひ
、傍
聴
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
を

傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

9
月
13
日（
水
）

9
月
14
日（
木
）

9
月
22
日（
金
）

9
月
26
日（
火
） 

9
月
27
日（
水
）

9
月
28
日（
木
） 

9
月
30
日（
土
）

10
月
2
日（
月
）

10
月
3
日（
火
） 

10
月
4
日（
水
）

10
月
5
日（
木
）

10
月
6
日（
金
） 

10
月
7
日（
土
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
地
域
公
共
交
通
会
議
（
北

川
村
庁
舎
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
9
月
定
例
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
40
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
議
会

第
43
回
定
例
会
事
前
説
明
（
北
川

村
庁
舎
）

第
１
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
臨
時
会
（
安
芸
市
／
安

芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会（
香

川
県
）

み
ど
り
保
育
園
運
動
会（
北
川
村
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

脱
炭
素
事
業
要
望（
東
京
都
）

村
営
住
宅
選
考
委
員
会
（
北
川
村

庁
舎
）

脱
炭
素
事
業
要
望
（
高
知
市
／
高

知
県
庁
）

芸
西
村
議
会
懇
談（
北
川
村
庁
舎
）

「
高
知
東
海
岸
グ
ル
メ
ま
つ
り
＆
鉄

道
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
開
催
セ
レ
モ

ニ
ー
（
副
議
長
）（
安
芸
市
／
安
芸

タ
イ
ガ
ー
ス
球
場
駐
車
場
）

ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ヴ
ァ
エ
氏
及
び
ジ
ャ

ン
＝
マ
リ
ー
・
ア
ヴ
ィ
サ
ー
ル
氏

来
村
に
伴
う
昼
食
交
流
会
（
北
川

村
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会

長
会
・
理
事
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修

会（
徳
島
県
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
施
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
施
行

状
況
調
査（
北
川
村
庁
舎
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
道
路
整
備

の
充
実
を
求
め
る
四
国
東
南
部
大

会
（
芸
西
村
／
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト

ホ
テ
ル
土
佐
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
徳

島
県
要
望（
徳
島
県
）

令
和
５
年
第
２
回
安
芸
広
域
市
町

村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
定
例
会
（
奈
半
利
町
／
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

宮
崎
県
西
米
良
村
議
会
視
察
（
北

川
村
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
高
知
市
／
高
知

県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

第
43
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連

合
議
会
定
例
会
（
高
知
市
／
高
知

10
月
11
日（
水
）

10
月
12
日（
木
）

10
月
13
日（
金
）

10
月
18
日（
水
）

10
月
19
日（
木
）

10
月
20
日（
金
）

10
月
23
日（
月
）

10
月
25
日（
水
）

10
月
26
日（
木
）

10
月
27
日（
金
）

令
和
５
年
9
月
議
会
以
降
の

岩
垣
實
男
議
長
会
務
報
告

県
自
治
会
館
）

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
第
40
回
定
例
会
（
高
知
市

／
高
知
県
自
治
会
館
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
地
方
整
備

局
要
望（
香
川
県
）

般
国
道
55
号
・
阿
南
安
芸
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
、
国
道

４
９
３
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

地
方
整
備
局
合
同
要
望（
香
川
県
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式
（
高
知
市

／
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬

公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高

知
県
土
木
部
長
要
望
（
高
知
市
／

高
知
県
庁
）

大
阪
高
知
県
人
会
結
成
総
会
（
大

阪
市
）

全
国
森
林
鉄
道
サ
ミ
ッ
ト
i
n
高

知（
田
野
町
／
田
野
町
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
）

北
川
村
慎
太
郎
と
ゆ
ず
の
郷
祭
り

（
北
川
村
）

北
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

会（
北
川
村
）

京
都
高
知
県
人
会
墓
前
祭
・
総
会

（
常
任
委
員
長
）（
京
都
市
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
高
知
県

土
木
部
長
要
望
（
高
知
市
／
高
知

県
庁
）

  

 

10
月
30
日（
月
）

11
月
1
日（
水
）

11
月
2
日（
木
）

11
月
3
日（
金
）

11
月
4
日（
土
）

11
月
5
日（
日
）

11
月
13
日（
月
）

11
月
15
日（
水
）

11
月
17
日（
金
）

11
月
20
日（
月
）

一般会計（第6号） 132,496千円 2,708,723千円

国民健康保険
特別会計（第2号） 418千円 197,135千円

補正額会計名 補正後の額

■令和5年度　補正予算

農
林
水
産
省
ほ
か
要
望（
東
京
都
）

農
林
水
産
省
ほ
か
要
望（
東
京
都
）

全
員
協
議
会
事
前
説
明
（
北
川
村

庁
舎
）

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

促
進
四
国
東
南
部
連
盟
本
省
要
望

（
東
京
都
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
本

省
要
望（
東
京
都
）

選
出
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会

（
東
京
都
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京

都
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
視
察
研

修（
東
京
都
）

全
員
協
議
会（
北
川
村
庁
舎
）

安
芸
市
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典

（
安
芸
市
／
安
芸
市
新
庁
舎
）

中
岡
迂
山
記
念
合
同
全
国
書
展
表

彰
式（
北
川
村
）

中
芸
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
連
合
）

第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
定
例
会
（
安
芸
市
／
安

芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会

長
会
・
理
事
会
（
高
知
市
／
高
知

県
自
治
会
館
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

村
営
住
宅
選
考
委
員
会
（
北
川
村

庁
舎
）

11
月
21
日（
火
）

11
月
22
日（
水
）

11
月
24
日（
金
）

11
月
27
日（
月
）

11
月
28
日（
火
）

11
月
29
日（
水
）

11
月
30
日（
木
）

12
月
1
日（
金
）

12
月
2
日（
土
）

12
月
4
日（
月
）

12
月
5
日（
火
）

12
月
6
日（
水
）

12
月
13
日（
水
）
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　Hello again! 
　今日は1月末に行われた中学校のお別れスポーツ大会についてお話しします。
　この大会では、生徒たちは 2 種類のスポーツをしました。最初は私が大好きなドッジボールで
した。大人数でやるにはとても楽しいスポーツで、反射神経を使って素早く動くことが大切です。
各学年の生徒と対戦しました。どのチームもとても強かったです！

　次にラグハンドボールをしました。3 人 1 組のチームをつくり、それぞ
れのチームと試合をしました。私はこのスポーツ見るのが初めてで、テン
ポがとても速く、皆の技術に驚きました。皆一生懸命で、この試合を見る
のはとても楽しかったです。
　私が中学生の頃にも同じような行事がありました。違っているのはス
ポーツ大会ではなく、テーマに沿ったイベントということです。皆、鍛冶
屋などの中世のさまざまな仕事の衣装を着ました。そして、日中はさまざ
まなアクティビティを楽しみました。
　お別れスポーツ大会のエネルギッシュな雰囲気は、見ているだけでも楽
しく、参加している生徒たちの情熱が伝わりました。

今回は、北川小学校６年生の社会の授業を手伝うため、英語新聞の翻訳をしたことを話します。
この仕事は担任北岡先生の「終戦時代のアメリカの新聞を授業で使用したい」という提案で始ま
りました。終戦時代の英語新聞をいとこからもらい、終戦に無関係な部分や日本人への侮辱は省
きながら、要点を押さえた翻訳に取り組みました。
まずは一面にあった神様への感謝の祈りを翻訳しました。聖書に使われている言語は普段と違

う言葉や文法を使うため少し難しいと思っていましたが、普段私が楽しんでいるゲームにそれらの言語が出てくるので、あ
る程度は理解できました。続いて取り組んだ戦争関連記事の専門用語も読書の影響で難しくはなかったです。そのあと、誰
でも理解できるように終戦宣言や無条件降伏などの記事を写真に収め、翻訳を入
れて、見やすく整理しました。
私はその新聞を紹介する授業に参加させていただきました。そこで見た生徒た
ちの熱心な学びの姿勢に感心しました。皆さんは先生の話をしっかり聞きながら
丁寧にノートを取っており、先生からの質問に余裕で答えることができていまし
た。アメリカの新聞を紹介したとき、歴史は一面じゃ
なく、複眼的に見ることが大切であることを教えた
いと目標を説明した北岡先生。授業中でも、世の中
のものを他の視点で見るスキルを教えることに感動
しました。皆と新聞の回りに集まって、内容の説明
を始めました。６年生はアメリカ新聞の内容に関し
て興味津々でとても良い授業でした。
翻訳を通じて子どもたちに貢献できたことがうれ
しい経験でした。北岡先生に感謝し、また翻訳を生
かした授業に参加したいと考えています。

カラーツ・セップ Callaerts
Seppe 国際交流員

① 農業振興で地域おこしを頑張ります！！
　みなさん、初めまして。
　２月より地域おこし協力隊に着任しました、田中恭平と申します。
　出身は東京都、年齢は３５歳で独り身なので、こちらで良い人を見つ
けて定住・永住したいです！現在は、小島地区に住んでおり、温泉に入
るのが大好きなので、小島に入れてラッキーでした。見かけましたらお
声がけいただけるとうれしいです。
　私の地域おこし協力隊のミッションは、ゆず母樹園ハウス（ゆずの接
ぎ木の元となる木を育てるハウス）の管理などです。農業についてまっ
たくの素人なので、まずはゆず栽培についての勉強と実習を開始しまし
た。前職は、営業やデスクワークでしたので、文字どおり畑違いな仕事になりますが、早く体を慣らし
て、知識や経験を蓄えて村の発展や活性化に貢献したいと思っていますので、よろしくお願いします！

地域おこし協力隊日記地域おこし協力隊日記

② 『いこいの里』1周年記念！お花見を一緒に楽しみませんか？
　北部地区集落再生コーディネーターの吉永みことです。
　昨年『いこいの里』OPEN記念のお披露目お花見会を行ってから、まもなく１年
がたちます。「こうなったら良いなぁ」という理想の姿を描くことから始まり、理
想を現実にするために、さまざまな方のお知恵とご協力をいただきながらではあ
りますが、少しずつ進化しつつ1年を迎えることができております。本当にありが
とうございます。
　お花見会の詳細は別途のお知らせ
となりますが、昨年同様に慎太郎食
堂のお茶席も招いての開催を予定し
ております。春の『いこいの里』で
皆さまと一緒にお花見が楽しめると
うれしいです♪どうぞよろしくお願
いします(^^)

ロバート・ゴメス Robert
Gomez 外国語指導助手
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安田まちなみ交流館・和
（高知県安田町）

企画展
「やすだの子どもたち」展

3月16日～7月21日
9：00～17：00

安田まちなみ交流館・和
0887-38-3047

桜ヶ丘公園
（高知県芸西村） げいせい桜まつり 3月19日～3月31日

18：00～21：30

芸西村桜まつり実行委員会
芸西村役場企画振興課内

0887-33-2114

3月各地のイベント情報をお知らせします。　
開催地 イベント情報 期　　　間 問い合わせ先

(一社)高知県東部観光協議会
高知県東部イベント情報

(一社)四国の右下観光局
徳島県南部イベント情報

四国南東部広域観光連携協議会
イベント情報コーナー　Vol.11

きょうへい

1415



　Hello again! 
　今日は1月末に行われた中学校のお別れスポーツ大会についてお話しします。
　この大会では、生徒たちは 2 種類のスポーツをしました。最初は私が大好きなドッジボールで
した。大人数でやるにはとても楽しいスポーツで、反射神経を使って素早く動くことが大切です。
各学年の生徒と対戦しました。どのチームもとても強かったです！

　次にラグハンドボールをしました。3 人 1 組のチームをつくり、それぞ
れのチームと試合をしました。私はこのスポーツ見るのが初めてで、テン
ポがとても速く、皆の技術に驚きました。皆一生懸命で、この試合を見る
のはとても楽しかったです。
　私が中学生の頃にも同じような行事がありました。違っているのはス
ポーツ大会ではなく、テーマに沿ったイベントということです。皆、鍛冶
屋などの中世のさまざまな仕事の衣装を着ました。そして、日中はさまざ
まなアクティビティを楽しみました。
　お別れスポーツ大会のエネルギッシュな雰囲気は、見ているだけでも楽
しく、参加している生徒たちの情熱が伝わりました。

今回は、北川小学校６年生の社会の授業を手伝うため、英語新聞の翻訳をしたことを話します。
この仕事は担任北岡先生の「終戦時代のアメリカの新聞を授業で使用したい」という提案で始ま
りました。終戦時代の英語新聞をいとこからもらい、終戦に無関係な部分や日本人への侮辱は省
きながら、要点を押さえた翻訳に取り組みました。
まずは一面にあった神様への感謝の祈りを翻訳しました。聖書に使われている言語は普段と違

う言葉や文法を使うため少し難しいと思っていましたが、普段私が楽しんでいるゲームにそれらの言語が出てくるので、あ
る程度は理解できました。続いて取り組んだ戦争関連記事の専門用語も読書の影響で難しくはなかったです。そのあと、誰
でも理解できるように終戦宣言や無条件降伏などの記事を写真に収め、翻訳を入
れて、見やすく整理しました。
私はその新聞を紹介する授業に参加させていただきました。そこで見た生徒た
ちの熱心な学びの姿勢に感心しました。皆さんは先生の話をしっかり聞きながら
丁寧にノートを取っており、先生からの質問に余裕で答えることができていまし
た。アメリカの新聞を紹介したとき、歴史は一面じゃ
なく、複眼的に見ることが大切であることを教えた
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るのが大好きなので、小島に入れてラッキーでした。見かけましたらお
声がけいただけるとうれしいです。
　私の地域おこし協力隊のミッションは、ゆず母樹園ハウス（ゆずの接
ぎ木の元となる木を育てるハウス）の管理などです。農業についてまっ
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健康診断ってお金がかかるんじゃないの？

仕事が忙しいし、健康には自信があるから、受けなくても大丈夫！

健康診断受けるの面倒だな～。

病院に行っているから、健診受けなくてもいいんじゃないかしら。

～健康診断を受けましょう～3月

　「自分の体は健康！」や「毎日体を動かしているから大丈夫！」と思っていても、知らず知らずのうちに
健康状態が悪化していたり、症状がなく病気が進行してたりすることがあります。健康診断は、今の健康状
態を調べ、病気の早期発見や予防をする絶好の機会です。ぜひ、健康診断を受けましょう。

3月中旬から来年度の健康診断（特定健診・がん検診）の意向確認アンケートを個別配布します。
健康診断の日程を確認し、希望に○をして返信をお願いします。

私は、ねこまん。健康づくりの活動をしています。
健康診断についての質問にお答えします。

健康に自信のある人、忙しい人ほど体の異変を見逃しがちです。気づかないうちに、
生活習慣病が進んで、深刻な状態になっていることもあります。
健康な1年を安心して過ごすためにも健康診断は受けてもらいたいです。

健康診断は無料で受けることができます！ 
北川村では小島集会所と村民会館で行われる集団健診やかかりつけの病院で
受診券を使って健康診断を受けることもできるので、ぜひ利用してみてください。
近々、みなさんのお家に健診に関するアンケートが届くので、返信をお願いします。

生活習慣病になると、今までの生活から食事制限や運動が必要になったり、
治療や検査のために病院を受診をしたり、さらに健康管理に時間と費用を
要することになります。1年に1回受けて、自分の生活が健康的な生活かどうか
把握できる機会なのでぜひ受けてください。

病院の検査と健診とでは検査項目が違う場合があり、現在かかっている病気以外の
病気が見つかることもあります。他の病気にかかっていないかを確認することと、
毎年の変化を比べるためにも、必ず健診を受けてほしいです。

　田野病院の循環器科の三宅です。今回から数回にわたり『大動脈弁狭窄症』のお話です。この弁膜症はお元
気な高齢者が多い日本で非常に多い病気です。
　そもそも、大動脈弁の狭窄は、石灰化現象により弁が厚く硬くなるため発生します。石灰化は加齢とともに
万人の血管に発生してくる変化の１つです。大動脈弁は発生学的には血管の成分ですので、血管同様に石灰化
をきたしてくるというわけです。
　このことから分かるように高齢になれば、全員に大動脈弁狭窄症の傾向は生まれてきます。ある程度石灰化
をおこしても、機能的に保たれていれば病気ではないのですが、石灰化の結果として厚く硬くなって、血流の
通路が狭くなると『大動脈弁狭窄症』ということです。狭窄とは狭いという意味の医学用語です。

　この病気の怖いところは重症の範疇に入るまで病気が進み、症状を認
めるようになると、２年で５割くらいの方が命を落とすということで
す。これは、症状を認めるようになるところまで病気が進行すると、そ
の先の経過が非常に悪く、かつ、急速に病態が進行していくということ
を意味します。ということは、症状が出現する前の段階で治療を行うこ
とが理想的ということになります。
　一方で、この病気は弁膜症の中で唯一カテーテル治療にて手術治療を
することができるという特徴も有します。また、聴診器だけでその存在

を疑うことができます。初期症状は他の心疾患と同じように労作時の息切れですので、“疲れやすい”　“動
くと息が切れる”　“しんどさが強い”などの症状を認めたら、『歳のせい』と思い込まずに、かかりつけ
医へ相談、専門医の受診を考えてみてください。

田野病院　循環器内科　心臓血管外科　三宅　陽一郎

大動脈弁狭窄症について その１

南国年金事務所のご案内
受  付  時  間 ○月曜日～金曜日　8:30～17:15
 ○週明けの開所日　8:30～19:00
 ○第2土曜日（3月9日）9：30～16:00
休　  業　  日 土日祝日
ご連絡・予約先 ☎088-864-1111（ナビダイヤル）
 ※長時間お待たせすることがないよう、
 予約をおすすめします。

◆出張年金相談日程
　3月7日（木）
　10:00～12:00／13:00～15:00
　安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所）

　3月28日（木）
　11:00～12:00／13:00～15:00
　室戸市役所（☎22-5131）または南国年金事務所

年・金・だ・よ・り

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は原則として毎月、保険料を納めなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、申請により在学中の保険料が猶予される「学生納付特例制
度」があります。

○対象になる方 ： 大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
　　　　　　　  専修学校及び各種学校(※)に在籍する学生
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校
＜前年所得の目安＞128万円 ＋（ 扶養親族等の数 ×38万円）で計算した額以下

　ただし、学生納付特例の承認を受けた期間があると、保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る年金額
が少なくなりますが、承認を受けた期間の保険料は10年以内であれば、後から納めること（追納）もできます。
　詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧いただくか、住民課や年金事務所までご連絡ください。

スポーツ・文化活動・ボランティア　 団体活動のための補償制度

小さな掛金 大きな補償

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動、
レクリエーション活動などを行う4名以上のアマチュアの
クラブ・サークル・グループが加入できます。

保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。

https://www.sportsanzen.org

スポーツ安全保険スポーツ安全保険スポーツ安全保険
インターネットでかんたん加入

はんちゅう
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3月7日(木)・14日(木)・21日(木)・28日(木)
3月1日(金)・8日(金)・15日(金)・22日(金)・29日(金)
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事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・備考

乳 児 健 診
1歳6カ月･3歳児健診
野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久府付介護予防教室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗ノ上介護予防教室
中部けんこうクラブ
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北川村保健センター
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宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
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北川村保健センター
ゆ ず の 花
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行 事 予 定 表

人権・行政相談

●日　時　3月13日（水）  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

行政相談所開設のご案内
●日　時　3月13日（水）  13時～15時
●場　所　北川村総合保健福祉センター

人権相談所開設のご案内

ご冥福をお祈りしますご冥福をお祈りします
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